
お
花
見
会

　

ス
ズ
メ
よ
り
小
さ
く
、
顔
や
胸

が
黄
色
（
雄
は
薄
い
）。
全
長
12

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
林
に
群
れ
で

飛
来
す
る
が
、
高
山
や
北
海
道
で

は
少
数
が
繁
殖
。
Ｍ
字
型
の
尾
。

ビ
ュ
イ
ー
ン
、
チ
ュ
ウ
イ
ー
ン
な

ど
と
鳴
き
交
わ
す
。（
日
本
野
鳥

の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

写
真
は
岡
田
在
住
の
久
保
田
佐
久
良
さ
ん

が
松
本
城
周
辺
で
撮
影

雄のマヒワ

　
平
成
31
年
４
月
６
日
（
土
）
に
、

大
手
公
民
館
で
恒
例
の
お
花
見
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
90
名
を
超
え

る
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
思
い
思
い

に
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
だ
市
内
の
桜
は
咲
い
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
会
場
に
は
満
開

の
桜
の
枝
が
用
意
さ
れ
、
春
を
感

じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

沢
山
の
オ
ー
ド
ブ
ル
や
お
つ
ま

み
に
、
地
区
役
員
の
皆
さ
ん
お
手

製
の
ち
ら
し
寿
司
と
ス
ー
プ
が
振

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
の
途
中
に
は
、
信
州
大
学
ア

カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
「
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｌ

（
カ
ペ
ル
）」
の
学
生
た
ち
が
登
場

し
、
ア
カ
ペ
ラ
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。
透
き
通
る
歌
声
と
綺
麗

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
酔
い
し
れ
ま
し

た
。

　

会
場
準
備
や
調
理
を
お
手
伝
い

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

立派な桜が展示されました。

アカペラサークル「ＣＡＰＥＬ」の皆さん

話にも花が咲きました。

お手製のスープの振る舞いも♪

　

四
月
一
日
朝
、
何
故
か
緊
張
感

を
感
じ
な
が
ら
目
が
覚
め
た
。
な

ん
だ
か
頭
が
ス
ッ
キ
リ
し
な
い
。

　
「
あ
っ
‼　

今
日
は
新
元
号
の
発

表
日
な
ん
だ
ぁ
‼
」

　

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
全
て
新
元
号

情
報
満
載
で
あ
る
。

　

午
前
十
一
時
四
十
一
分
、
菅
官

房
長
官
が
記
者
会
見
し
、
黒
書
さ

れ
た
新
元
号
を
公
表
し
た
。

　
「
新
元
号
は
『
令
和
』
で
す
。」

　
「
エ
ッ
…
！
」
一
瞬
衝
撃
と
戸
惑

い
を
感
じ
た
。
レ
行
で
始
ま
る
元

号
は
予
想
外
で
あ
っ
た
。

　

試
し
に
「
令
和
元
年
」「
令
和
二

年
」
と
書
い
て
み
た
。
お
や
お
や
、

書
い
て
み
る
と
な
ん
と
上
品
で
ス

テ
キ
な
元
号
な
ん
だ
ろ
う
と
嬉
し

く
な
っ
た
。

　
新
元
号
は
「
大
化
」
以
降
二
百
四

十
八
番
目
。
出
典
は
日
本
最
古
の

和
歌
「
万
葉
集
」
の
梅
花
の
歌
の

三
十
二
首
の
序
文
か
ら
引
用
さ
れ

た
と
の
こ
と
。

　

安
倍
首
相
が
「
厳
し
い
寒
さ
か

ら
美
し
い
花
を
つ
け
る
梅
の
よ
う
に
、

一
人
一
人
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
咲
か
せ

る
国
、
若
者
が
活
躍
で
き
る
希
望

に
満
ち
溢
れ
る
新
し
い
時
代
を
築

い
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
う
い
え
ば
、
我
が
家
の
白
梅

の
花
が
、
い
つ
に
な
い
大
輪
の
花

を
咲
か
せ
、
窓
を
開
け
る
た
び
に

ほ
っ
こ
り
と
微
笑
ん
で
く
れ
る
。

�

（
Ｙ
・
Ｆ
）

　〜
マ
ヒ
ワ
〜
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床磨きの様子

正木インターン館報編集委員の皆さん

福祉ひろばの皆さん　左から
竹川さん、鈴木さん、山崎さん、山寺さん

　

松
本
城
の
天
守
床
磨
き
が
始
ま

り
ま
し
た
。
国
宝
で
あ
る
松
本
城

を
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お

う
と
、
松
本
城
管
理
事
務
所
が
主

催
し
て
い
ま
す
。

　

大
手
公
民
館
で
は
、
中
央
地
区

の
皆
さ
ん
と
床
磨
き
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

一
般
観
覧
が
終
わ
っ
た
午
後
５

時
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
城
内
で
、

ク
ル
ミ
の
油
と
米
ぬ
か
が
入
っ
た

ポ
ン
タ
ン
で
床
を
磨
き
ま
す
。
床

の
さ
さ
く
れ
や
汚
れ
を
き
れ
い
に

磨
き
あ
げ
ま
す
。

　

10
連
休
だ
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
に
は
７
万
４
千
人
も

の
人
々
が
訪
れ
、
時
に
は
３
時
間

待
ち
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
私
た
ち
は
床
磨
き
と
し
て

参
加
出
来
る
の
で
、
少
し
得
し
た

気
分
に
な
り
ま
す
ね
。

　

今
回
の
大
手
公
民
館
の
分
担
は

５
階
と
最
上
階
の
６
階
で
し
た
。

「
え
ー
２
階
分
も
磨
く
の
ー
？
」
と

驚
き
な
が
ら
も
、
急
な
階
段
を
上

が
り
、
６
階
の
展
望
を
眺
め
、
床

磨
き
。
５
階
も
忘
れ
ず
に
床
磨
き

を
行
い
ま
し
た
。

　

床
磨
き
の
あ
と
に
は
、
研
究
員

の
方
か
ら
講
義
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は「
松
本
城
の
不
思
議
」が
テ
ー

マ
。
城
山
ま
で
通
じ
る
抜
け
穴
が

あ
っ
た
？
武
者
走
り
の
壁
が
曲

が
っ
て
い
る
？
３
階
は
外
か
ら
見

え
な
い
？
４
階
の
階
段
の
傾
斜
は

何
度
？
５
階
の
柱
の
キ
ズ
は
何
の

あ
と
？
色
ん
な
話
を
聞
く
と
松
本

城
が
も
っ
と
身
近
に
な
り
ま
す
。

　

国
宝
が
地
区
内
に
あ
る
こ
と
は

な
か
な
か
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
で
後
世
に
松
本
城
を

継
承
し
て
き
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
は
５
日
（
水
）
と
19
日

（
水
）、
７
月
は
10
日
（
水
）、
９

月
は
11
日
（
水
）
に
開
催
予
定
で

す
。
当
日
16
時
45
分
に
松
本
市
立

博
物
館
前
に
集
合
。
17
時
か
ら
30

分
ほ
ど
床
を
磨
き
、
研
究
員
の
講

義
が
あ
り
ま
す
。
18
時
終
了
予
定

で
す
。
参
加
希
望
の
方
は
大
手
公

民
館
（
☎
39

－

５
１
７
７
）
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

公
民
館
か
ら

地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
か
ら
お
知
ら
せ

館
報
編
集
委
員
会
か
ら

　
４
月
か
ら
の
公
民
館
・
福
祉
ひ
ろ

ば
の
職
員
体
制
で
す
。生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
地
域
づ
く
り
イ
ン

タ
ー
ン
の
方
々
も
中
央
地
区
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
中
央
地
区
の
み
な

さ
ま
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
◆
公
民
館

　
　
館　
　
長　
髙
野　
隆
治

　
　
館
長
補
佐　
勝
家　
　
隆

　
　
主　
　
任　
中
條　
克
明

　
　
事
務
員　
上
條　
文
子

　
　
　

〃　
　

近
藤　
真
紀

　
◆
福
祉
ひ
ろ
ば

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー  

山
崎
恵
美
子

　
　
　

〃　
　

鈴
木　
聡
子

　
　
　

〃　
　

山
寺　
美
幸

　
◆
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 

竹
川　
洋
子

　
◆
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　

 

正
木　
　
輝

　
　
　
　
　
　
　

 

丸
山　
　
隼

　
中
央
地
区
の
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
目
的
で
、
昨
年
度
か
ら
着
任
し

て
い
る
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
の

正ま
さ

木き

で
す
。
地
区
内
で
の
活
動
に
つ

い
て
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
「
昭
和
の
松
本
を
語
る
会
」

　
昭
和
期
の
松
本
の
街
並
み
写
真
を

見
な
が
ら
、
当
時
の
思
い
出
を
自
由

に
語
り
合
っ
て
も
ら
う
交
流
会
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
二
ノ
丸
町
会
、
上
土

町
会
な
ど
で
開
催
し
ま
し
た
。
昔
の

こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
は
、
認
知
症

予
防
に
も
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

参
加
し
た
い
方
、
や
っ
て
み
た
い
方

が
い
ま
し
た
ら
、
大
手
公
民
館
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
上
映
す
る
昔
の

街
並
み
写
真
の
ご
提
供
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

②
「
あ
さ
市
」
の
開
催

　
買
い
物
環
境
が
な
い
と
い
う
地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
複
数

◆
全
市
版

　
　
澤
柳　
秀
子
（
鷹
匠
町
）

◆
中
央
地
区
版

　
◎
簑
輪　
徹
朗
（
鷹
匠
町
）

　
　
久
保
田
忠
史
（
松
栄
町
）

　
　
澤
田　
昭
子
（
上
土
町
）

　
　
藤
森　
安
子
（
上
土
町
）

　
　
宇
留
賀　
勝
（
北
土
井
尻
町
）

　
　
　
　
　
　
　
◎
委
員
長

床
磨
き
始
ま
る

　

の
町
会
と
協
力
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
四
賀
・
今
井
地
区
の

農
産
物
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

休
憩
コ
ー
ナ
ー
・
無
料
宅
配
サ
ー
ビ

ス
も
あ
り
ま
す
。

　
ア　

城
南
あ
さ
市

　
　
　

開
催
日
：
６
月
16
日
（
日
）

　
　
　

場　

所
：
大
手
公
民
館

　

イ　

よ
う
こ
く
あ
さ
市

　
　
　

開
催
日
：
６
月
23
日
（
日
）

　
　
　

場　

所
：
松
本
神
社
境
内

※
い
ず
れ
も
９
時
開
始
、
売
り
切
れ

次
第
終
了
。
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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